
問題4　(選択問題)

誘電率cJがとなる誘電体中の点Aに点電荷十0があり､これから距離aだけ離れたところに誘電率82

となる誘電体との境界面が存在する｡点Aから任意の境界面までの距離をTとし､最短距離方向とのな

す角を0とする｡

境界面

4-1全空間がcJで満たされているとき点Aの鏡像点である点A'に電荷+01をおいたときの､境界

面における電位¢1､電界Elを求めよ｡

4-2全空間が82で満たされているとき点Aに電荷+02をおいたときの､境界面における電位¢2､電

界E2を求めよ｡二電車繊

4･3　電荷QJ､ 02を求め､ cJ<82のとき電界分布を図示せよ｡

境界面

間超5　(選択問題)

真空中に､原点0を中心としてⅩ･y平面に半径aなる円形の微小閉路Lに沿って流れる微小定常電

流ル-プIがある｡この微′ト電流ループの中心を球座標系(r,0,q))の原点にとり､ 0,g座標の基準軸

(0=0,qF0方向)を図3のようにそれぞれZ方向､ X方向に定める｡原点からの距離Z･が閉路の半径a

に比べ十分大きい遠方の点を点Pとする｡ここで球座標系における単位ベクトルをh･,ふ, I'Qととするo

また､真空中の透磁率をpoとする｡

微′j､閉路L上に任意の点Qをとるとき､点Pと点Qとの間の距離をLTpQとする0

5-1T>>aの条件におけるrpqをUを用いて表しなさい｡

5-2点Pにおけるベクトルポテンシャル■を,eを用いて表しなさい0

513磁気双極子モーメントm=I7W2としたとき､点Pにおける点Pにおける磁界の強さHを表し

なさいo

(5-1-5-3は導出過程を示すことで加点されます.)
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【参考】べクトル演算

･2V-ii(r2芸･)+意志(slnOSZ)･志笠(球座標系,

･×A-ir(三%-普)+ie(%一%)･izl:=(rAeト浩] (円柱座標系,

･ ×A - irl忘孟(A甲S.nOト忘%]･ie[忘箸霊(rAv)]

･iplii(rAO)一言語] (球座標系)

4


